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１月７日は「お松引き」

各家で新年を迎えた門松が集められ、ひとつの大きなお松様となり、

今年の干支「亥」も飾られました。

「今年も良い年でありますように」の願いを込め、村民みんなの手で

道祖神まで引かれていきます。

木遣り歌とお囃子にあわせ、元気なかけ声が村中にこだまする。

ふるさとの祭り、いつまでも残していきたいですね。
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▲久しぶりの再会に話もはずむ▲みんなで記念撮影、ピースはもう卒業？

　１月２日、中央公民館において、平成19年の成人式が厳粛かつ晴れ
やかに行われました。
　村外で暮らす新成人が帰省して、ふるさとの丹波山で同級生と一緒
にお祝いができるように、この日に成人式が行われるようになって、
今年で37回目になります。

明
る
く
、元
気
な

ふ
る
さ
と
丹
波
山
に

丹
波
山
村
長
　
岡
部
政
幸

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。平
成
十
九
年
の
新
春
を
、村
民

の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と

を
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
村
長
就
任
以
来
、「
明
る
く
元
気

な
村
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、村
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
昨
年
四
月
の
行
政
組
織
改
革
や
事
務

事
業
の
見
直
し
、各
地
区
や
各
種
団
体

活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
で
、村
民
皆
様
の
生
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
現
在
、村
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は

多
々
あ
り
ま
す
が
、最
大
の
課
題
は
市

町
村
合
併
で
あ
り
ま
す
。市
町
村
合
併

に
つ
い
て
、私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ひ
と
つ
は「
合
併
は
一
体
感
の
醸
成
」

で
す
。合
併
し
た
市
町
村
が
、一
つ
屋
根

の
下
に
暮
ら
す
家
族
み
た
い
に
助
け
合

い
、支
え
あ
い
な
が
ら
一
体
感
を
築
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、「
合
併
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
」だ
と
い
う
こ
と
で
す
。今
ま
で
の
こ

と
は
一
度
リ
セ
ッ
ト
し
、ゼ
ロ
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
し
て
新
し
い
ふ
る
さ
と
を
創

っ
て
い
く
た
め
に
は
、何
が
必
要
で
あ

る
か
を
新
た
に
求
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
合
併
は
再
構
築
」だ
と
い

う
こ
と
で
す
。私
た
ち
に
は
思
い
切
っ

た
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

本
当
に
必
要
な
も
の
は
大
切
に
残
し
て

い
く
、無
い
よ
り
も
あ
っ
た
方
が
良
い

も
の
、無
く
て
も
良
い
も
の
が
あ
る
な

ら
ば
、つ
ら
い
選
択
で
す
が
、思
い
切
っ

て
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
今
が
大
変
で
も
、今
が
苦
し
く
て
も
、

同
じ
時
代
を
一
緒
に
生
き
る
村
民
皆
様

と
と
も
に
、力
を
合
わ
せ
、私
た
ち
の
子

や
孫
た
ち
に
自
慢
で
き
る「
ふ
る
さ
と

丹
波
山
」を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、甲
州
市
と
の
合
併
を
前
提
に

村
づ
く
り
を
進
め
る
訳
で
す
が
、本
年

度
は
、諮
問
的
機
関
と
し
て「
合
併
構
想

協
議
会（
仮
称
）」を
立
ち
上
げ
、検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、合
併
は
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

捕
ら
え
、お
互
い
の
持
つ
良
さ
を
持
ち

寄
り
、多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い

く
た
め
の
、礎
の
年
と
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
、本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実

り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、行
政
運
営
に

対
し
ま
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

選
挙
権
も
大
人
の
証

▲

市
町
村
合
併
を
考
え
る
！

　
村
は
今
後
、甲
州
市
と
の
合
併
を
前
提
に

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、ま
だ
何
一
つ
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、今
年
は
諮
問
的
機
関
と

し
て「
合
併
構
想
協
議
会（
仮
称
）」の
立
ち

上
げ
を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、村
議
会
、行
政
関
係
を

始
め
、住
民
か
ら
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、メ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ
た
方
に

は
、ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
流
れ
と
し
て
は
、役
場
内
に
事

務
局
の
設
置
〜
合
併
協
議
会
の
立
ち
上
げ
〜

具
体
的
な
事
務
の
す
り
合
せ
と
い
っ
た
流

れ
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
広
報
丹
波
山
で
も
、随
時
、村
民
の
皆
様

に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
合
併
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
の
説

明
と
、県
市
町
村
課
発
行
の「
平
成
17
年
度

版
・
市
町
村
の
す
が
お
」に
掲
載
さ
れ
て
い

る
甲
州
市
と
丹
波
山
村
の
デ
ー
タ
を
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

　
人
口
と
世
帯
数
は
、平
成
17
年
国
勢
調
査
、

高
齢
化
率
は
平
成
12
年
国
勢
調
査
、そ
の

他
の
デ
ー
タ
は
、平
成
16
年
度
末
の
も
の

で
す
。

人口

世帯数

面積

高齢化率

議員数

職員数（H17.11.1）

水道普及率

下水道普及率

保育所数

小学校数

中学校数

病院数（病床数）

診療所数

歳入決算額

歳出決算額

標準財政規模

財政力指数

甲州市

35,927人

11,665戸

264.01km2

24.0％

20人

427人

71.5％

50.0％

10ヶ所

14校

6校

1ヶ所 （51床）

6ヶ所

177億5千9百万円

172億7千万円

89億7千9百万円

0.497

丹波山村

780人

359戸

101.55km2

41.2％

10人

28人

 97.6％

99.9％

1ヶ所

1校

1校

0ヶ所 （0床）

2ヶ所

16億8千3百万円

15億8千8百万円

6億6千9百万円

0.084

合併に関するこれまでの経過

甲州市、丹波山村のすがお

年月日

平成14年11月26日

平成16年9月28日

平成17年5月10日

8月23日

10月26日

12月5日

12月12日
～16日

12月20日

平成18年3月23日

6月27日

7月5日

7月30日

8月1日

8月11日

8月25日

8月26日

9月7日

10月7日

10月23日

11月15日

主な内容、経過

住民アンケートを実施。結果、東京
都青梅市・奥多摩町との越県合併を
望む意見が村民の83％を占めた。

奥多摩町長選挙後、守屋武彦前村長
が新町長と会談。住民の意向を伝え
たが丁重に断られる。

新村長に岡部政幸が就任。

県合併推進審議会委員が来村。村の
意向調査を行う。

県合併審議会から枠組みの素案が
発表される。丹波山村は大月市・上
野原市との枠組みに位置づけられる。

村長、奥多摩町長と会談。再度合併
の意向を伝えるが丁重に断られる。

村内各地区を回っての地区別懇談
会を実施。甲州市との合併を望む意
見が全地区で大半を占める。

県合併推進審議会から村長が招集
され、個別ヒアリングを行う。村長
は甲州市との合併を強く希望する。

県合併推進審議会から2回目の枠組
みが発表される。これまでの大月市・
上野原市との枠組み構想に新たに
甲州市との合併構想案が加わる。

山梨日々新聞に甲州市長のコメン
ト「丹波山と合併検討」と掲載される。

村長、甲州市長のコメントに対し御
礼とともに、夏まつり丹波へ招待する。

甲州市長と助役、議会議長が夏まつ
り丹波に来賓として出席。

甲州市助役・総務企画部長が来村。

村長・助役が甲州市に出向き、両首
長が会談。

村長・助役・議会議長が甲州市に出
向き、両首長、両議会議長が会談。合
併に向け話を進めることで合意した。

山梨日々新聞に「甲州市長と村長、
トップ会談で合意」と掲載される。
翌日27日には読売新聞と産経新聞
にも掲載される。

山梨日々新聞に「甲州市長、9月定例
議会の所信表明で丹波山村との合
併を推進する意向を明らかにした」
と掲載される。

朝日新聞に「初の合併揺れる丹波山」
と掲載される。

甲州市議会議員15名が丹波山村を
現地視察。

甲州市助役・収入役ほか幹部が丹波
山村を訪問し、村幹部と意見交換。
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と
い
っ
た
流

れ
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
広
報
丹
波
山
で
も
、随
時
、村
民
の
皆
様

に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
合
併
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
の
説

明
と
、県
市
町
村
課
発
行
の「
平
成
17
年
度

版
・
市
町
村
の
す
が
お
」に
掲
載
さ
れ
て
い

る
甲
州
市
と
丹
波
山
村
の
デ
ー
タ
を
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

　
人
口
と
世
帯
数
は
、平
成
17
年
国
勢
調
査
、

高
齢
化
率
は
平
成
12
年
国
勢
調
査
、そ
の

他
の
デ
ー
タ
は
、平
成
16
年
度
末
の
も
の

で
す
。

人口

世帯数

面積

高齢化率

議員数

職員数（H17.11.1）

水道普及率

下水道普及率

保育所数

小学校数

中学校数

病院数（病床数）

診療所数

歳入決算額

歳出決算額

標準財政規模

財政力指数

甲州市

35,927人

11,665戸

264.01km2

24.0％

20人

427人

71.5％

50.0％

10ヶ所

14校

6校

1ヶ所 （51床）

6ヶ所

177億5千9百万円

172億7千万円

89億7千9百万円

0.497

丹波山村

780人

359戸

101.55km2

41.2％

10人

28人

 97.6％

99.9％

1ヶ所

1校

1校

0ヶ所 （0床）

2ヶ所

16億8千3百万円

15億8千8百万円

6億6千9百万円

0.084

合併に関するこれまでの経過

甲州市、丹波山村のすがお

年月日

平成14年11月26日

平成16年9月28日

平成17年5月10日

8月23日

10月26日

12月5日

12月12日
～16日

12月20日

平成18年3月23日

6月27日

7月5日

7月30日

8月1日

8月11日

8月25日

8月26日

9月7日

10月7日

10月23日

11月15日

主な内容、経過

住民アンケートを実施。結果、東京
都青梅市・奥多摩町との越県合併を
望む意見が村民の83％を占めた。

奥多摩町長選挙後、守屋武彦前村長
が新町長と会談。住民の意向を伝え
たが丁重に断られる。

新村長に岡部政幸が就任。

県合併推進審議会委員が来村。村の
意向調査を行う。

県合併審議会から枠組みの素案が
発表される。丹波山村は大月市・上
野原市との枠組みに位置づけられる。

村長、奥多摩町長と会談。再度合併
の意向を伝えるが丁重に断られる。

村内各地区を回っての地区別懇談
会を実施。甲州市との合併を望む意
見が全地区で大半を占める。

県合併推進審議会から村長が招集
され、個別ヒアリングを行う。村長
は甲州市との合併を強く希望する。

県合併推進審議会から2回目の枠組
みが発表される。これまでの大月市・
上野原市との枠組み構想に新たに
甲州市との合併構想案が加わる。

山梨日々新聞に甲州市長のコメン
ト「丹波山と合併検討」と掲載される。

村長、甲州市長のコメントに対し御
礼とともに、夏まつり丹波へ招待する。

甲州市長と助役、議会議長が夏まつ
り丹波に来賓として出席。

甲州市助役・総務企画部長が来村。

村長・助役が甲州市に出向き、両首
長が会談。

村長・助役・議会議長が甲州市に出
向き、両首長、両議会議長が会談。合
併に向け話を進めることで合意した。

山梨日々新聞に「甲州市長と村長、
トップ会談で合意」と掲載される。
翌日27日には読売新聞と産経新聞
にも掲載される。

山梨日々新聞に「甲州市長、9月定例
議会の所信表明で丹波山村との合
併を推進する意向を明らかにした」
と掲載される。

朝日新聞に「初の合併揺れる丹波山」
と掲載される。

甲州市議会議員15名が丹波山村を
現地視察。

甲州市助役・収入役ほか幹部が丹波
山村を訪問し、村幹部と意見交換。
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　村議会の12月定例会は12月20日に開会し、同日に閉会い
たしました。
　審議された内容は、専決処分の承認1件、条例の改正５件、
補正予算７件など計14件の議案、発議では「全国森林環境税
の創設を求める意見書の提出」が提出され、すべて原案のと
おり可決されました。
　一般質問では、酒井重幸議員から「小学校・中学校の教育
レベルの維持について」の質問がありました。

村議会12月定例会

今年も、村議会一同
よろしくお願いいたします。

■
特
別
職
・
一
般
職
・
議
員
の

　
旅
費
日
当
を
廃
止

　
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の
改
正
に

よ
り
、村
長
・
助
役
・
教
育
長
等
の

特
別
職
、一
般
職
員
、村
議
会
議

員
の
出
張
に
支
給
さ
れ
て
い
た

旅
費
の
う
ち
、日
当
に
当
た
る
部

分
を
、平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら

廃
止
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、各
種
委
員
の
日
当
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、5
4
1
万
3
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、

【
総
務
費
】　
2
6
2
万
3
千
円

　
山
梨
県
知
事
選
挙
の
執
行
経

費
で
す
。

【
商
工
費
】　
2
1
0
万
円

　
温
泉
駐
車
場
周
辺
の
百
合
、桜

の
植
栽
経
費
で
す
。

【
教
育
費
】　
1
5
0
万
円

　
さ
さ
ら
獅
子
舞
の
花
笠
、小
太

鼓
の
購
入
費
で
す
。宝
く
じ
助
成

事
業
で
導
入
し
ま
す
。

■
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

　
簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、1
8
2
7

万
2
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、東
部
地
区
簡
易

水
道
施
設
の
改
修
工
事
費
で
す
。

　
財
源
は
、県
補
助
金
が
8
5
0

万
円
、村
債
が
8
0
0
万
円
、一

般
会
計
繰
入
金
が
1
5
0
万
円

で
す
。

■
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

　
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、5
8
0
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
は
、居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

の
給
付
費
で
す
。

■
広
域
連
合
の
設
立

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま
る
75

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
す
る
心

身
の
特
性
や
生
活
を
ふ
ま
え
た

独
立
し
た
老
人
医
療
制
度
で
す
。

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
、山
梨
県
内
の
全
町
村

で
構
成
し
、後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る

た
め
に
設
立
し
ま
す
。

■
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

　
を
求
め
る
意
見
書

　
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に

対
す
る
新
ら
し
い
税
金
と
し
て「
全

国
森
林
環
境
税
」を
創
設
し
、森

林
を
有
す
る
山
村
地
域
の
市
町

村
が
、そ
の
維
持
・
育
成
の
た
め

の
財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

求
め
る
も
の
で
、青
柳
安
江
議
員

の
発
議
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
質
問

　
酒
井
重
幸
議
員
か
ら「
小
学
校
・

中
学
校
の
教
育
レ
ベ
ル
の
維
持

に
つ
い
て
」の
一
般
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
村
単
教
員
、非
常
勤
講
師
の

採
用
に
よ
り
維
持
し
て
き
た
教

育
レ
ベ
ル
を
、新
年
度
以
降
ど
の

よ
う
な
基
本
方
針
で
考
え
て
い

る
の
か
」の
質
問
で
し
た
。

　
質
問
に
対
し
、岡
部
寛
一
教
育

長
は「
新
年
度
も
小
学
校
で
は
複

式
対
象
学
級
が
1
学
級
生
じ
て

し
ま
う
た
め
、児
童
の
学
力
向
上

の
た
め
複
式
学
級
は
避
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、中
学
校
に
お
い
て
も
専

門
教
師
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い

教
科
担
任
を
配
置
で
き
る
よ
う

県
教
委
に
対
し
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

特別職、村議会議員、
一般職の日当を
すべて廃止しました。

▲三条の湯のバイオ式トイレ

昨
年
11
月
の
九
州
視
察
研
修
に
て

▼

▲成人式で祝辞を述べる木下議長

上半期平成18年度

財政状況

　平成18年度上半期（４月１日～9月30日）の歳入歳出状況に
ついて公表します。
　一般会計では、予算額11億7,800万円のところ、収入済額は
5億6,621万6千円、予算額に対する収入率は48.1％でした。
　歳出では、支出済額は3億5,264万9千円、支出率は29.9％と
なっています。

■一般会計歳入 （単位：千円　％）

予算額 収入済額 収入率

村　税

地方譲与税等

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄付金

繰越金

諸収入

村　債

繰入金

科　目

　合　計

■一般会計歳出 （単位：千円　％）

予算額 支出済額 支出率

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

災害復旧費

科　目

　合　計

　
特
別
会
計
で
は
、合
計
で
予
算
総
額
10
億
7
3
2
1
万

5
千
円
の
と
こ
ろ
、収
入
済
額
は
3
億
2
7
0
6
万
6
千

円
、収
入
率
は
30
・
5
％
で
し
た
。

　
歳
出
で
は
、支
出
済
額
は
3
億
2
7
1
2
万
8
千
円
、

支
出
率
は
30
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
歳
入
歳
出
状
況
は
、右
の
表

の
と
お
り
で
す
。

※予算額は9月補正後の金額で、歳入科目の「地方譲与税等」とは、地方譲与税、
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得交付金、地方消費税交付金、特
別地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金の合計です。平成18年4月～9月

■特別会計歳入歳出 （単位：千円　％）

国保（事業）

国保（直診）

老人保健

簡易水道

水源の里

下水道

有線テレビ

教育奨励資金

介護保険

介護サービス

温泉事業

会　計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

　合　計

財政状況

27,696 12,975 46.8

128,377 60,216 46.9

143,694 38,679 26.9

60,224 16,532 27.5

156,571 21,981 14.0

76,116 29,161 38.3

212,789 3,370 1.6

46,551 21,766 46.8

95,680 36,696 38.4

2 0 0.0

227,800 111,273 48.8

500 0 0.0

2,000 0 0.0

1,178,000 352,649 29.9

61,670 40,522 65.7

27,731 11,986 43.2

580,000 448,655 77.4

5,359 2,530 47.2

4,295 2,051 47.8

8,024 457 5.7

53,080 1,824 3.4

659 546 82.9

1 0 0.0

165,000 0 0.0

15,000 45,417 302.8

141,481 1,228 0.9

115,700 11,000 9.5

1,178,000 566,216 48.1

113,856 24,148 21.2

96,470 29,930 31.0

123,857 51,883 41.9

40,974 5,270 12.9

39,660 23,435 59.1

392,132 56,636 14.4

4,638 7,317 157.8

5,000 2,802 56.0

63,065 37,047 58.7

963 32 3.3

192,600 88,566 46.0

45,171 39.7

42,799 44.4

48,483 39.1

6,627 16.2

15,940 40.2

81,017 20.7

1,429 30.8

3,000 60.0

24,611 39.0

0 0.0

58,051 30.1

1,073,215 327,066 30.5 327,128 30.5
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の
方
を
対
象
と
す
る
心

身
の
特
性
や
生
活
を
ふ
ま
え
た

独
立
し
た
老
人
医
療
制
度
で
す
。

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
、山
梨
県
内
の
全
町
村

で
構
成
し
、後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る

た
め
に
設
立
し
ま
す
。

■
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

　
を
求
め
る
意
見
書

　
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に

対
す
る
新
ら
し
い
税
金
と
し
て「
全

国
森
林
環
境
税
」を
創
設
し
、森

林
を
有
す
る
山
村
地
域
の
市
町

村
が
、そ
の
維
持
・
育
成
の
た
め

の
財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

求
め
る
も
の
で
、青
柳
安
江
議
員

の
発
議
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
質
問

　
酒
井
重
幸
議
員
か
ら「
小
学
校
・

中
学
校
の
教
育
レ
ベ
ル
の
維
持

に
つ
い
て
」の
一
般
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
村
単
教
員
、非
常
勤
講
師
の

採
用
に
よ
り
維
持
し
て
き
た
教

育
レ
ベ
ル
を
、新
年
度
以
降
ど
の

よ
う
な
基
本
方
針
で
考
え
て
い

る
の
か
」の
質
問
で
し
た
。

　
質
問
に
対
し
、岡
部
寛
一
教
育

長
は「
新
年
度
も
小
学
校
で
は
複

式
対
象
学
級
が
1
学
級
生
じ
て

し
ま
う
た
め
、児
童
の
学
力
向
上

の
た
め
複
式
学
級
は
避
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、中
学
校
に
お
い
て
も
専

門
教
師
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い

教
科
担
任
を
配
置
で
き
る
よ
う

県
教
委
に
対
し
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

特別職、村議会議員、
一般職の日当を
すべて廃止しました。

▲三条の湯のバイオ式トイレ

昨
年
11
月
の
九
州
視
察
研
修
に
て

▼

▲成人式で祝辞を述べる木下議長

上半期平成18年度

財政状況

　平成18年度上半期（４月１日～9月30日）の歳入歳出状況に
ついて公表します。
　一般会計では、予算額11億7,800万円のところ、収入済額は
5億6,621万6千円、予算額に対する収入率は48.1％でした。
　歳出では、支出済額は3億5,264万9千円、支出率は29.9％と
なっています。

■一般会計歳入 （単位：千円　％）

予算額 収入済額 収入率

村　税

地方譲与税等

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄付金

繰越金

諸収入

村　債

繰入金

科　目

　合　計

■一般会計歳出 （単位：千円　％）

予算額 支出済額 支出率

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

災害復旧費

科　目

　合　計

　
特
別
会
計
で
は
、合
計
で
予
算
総
額
10
億
7
3
2
1
万

5
千
円
の
と
こ
ろ
、収
入
済
額
は
3
億
2
7
0
6
万
6
千

円
、収
入
率
は
30
・
5
％
で
し
た
。

　
歳
出
で
は
、支
出
済
額
は
3
億
2
7
1
2
万
8
千
円
、

支
出
率
は
30
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
歳
入
歳
出
状
況
は
、右
の
表

の
と
お
り
で
す
。

※予算額は9月補正後の金額で、歳入科目の「地方譲与税等」とは、地方譲与税、
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得交付金、地方消費税交付金、特
別地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金の合計です。平成18年4月～9月

■特別会計歳入歳出 （単位：千円　％）

国保（事業）

国保（直診）

老人保健

簡易水道

水源の里

下水道

有線テレビ

教育奨励資金

介護保険

介護サービス

温泉事業

会　計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

　合　計

財政状況

27,696 12,975 46.8

128,377 60,216 46.9

143,694 38,679 26.9

60,224 16,532 27.5

156,571 21,981 14.0

76,116 29,161 38.3

212,789 3,370 1.6

46,551 21,766 46.8

95,680 36,696 38.4

2 0 0.0

227,800 111,273 48.8

500 0 0.0

2,000 0 0.0

1,178,000 352,649 29.9

61,670 40,522 65.7

27,731 11,986 43.2

580,000 448,655 77.4

5,359 2,530 47.2

4,295 2,051 47.8

8,024 457 5.7

53,080 1,824 3.4

659 546 82.9

1 0 0.0

165,000 0 0.0

15,000 45,417 302.8

141,481 1,228 0.9

115,700 11,000 9.5

1,178,000 566,216 48.1

113,856 24,148 21.2

96,470 29,930 31.0

123,857 51,883 41.9

40,974 5,270 12.9

39,660 23,435 59.1

392,132 56,636 14.4

4,638 7,317 157.8

5,000 2,802 56.0

63,065 37,047 58.7

963 32 3.3

192,600 88,566 46.0

45,171 39.7

42,799 44.4

48,483 39.1

6,627 16.2

15,940 40.2

81,017 20.7

1,429 30.8

3,000 60.0

24,611 39.0

0 0.0

58,051 30.1

1,073,215 327,066 30.5 327,128 30.5
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

よい子のみんなには、
サンタさんからプレゼント！

12月16日（土）、晴れ。
中央公民館において「第34回保育所クリスマスお楽しみ会」が
行われました。
この日に向けて一生懸命練習してきた９人の園児たち。
歌におゆうぎ、じょうずにできました。
心が“ホッ”とする1日でした。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

門道神には、
こわ～い顔を書くんだよね！

11月17日（金）、曇り。
「丹波小学校オープンスクール」が行われました。
文化財保存会の嶋崎会長から門道神の作り方を教わりました。
その後は、待ちに待った「ふれあい収穫祭」です。
みんなで育てたサツマイモを落ち葉で焼いて焼きいもづくり。
あったかくて、おいし～い１日になりました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

WITH YOUR SMILE
つなごう心のハーモニー！

11月25日（土）、晴れ。
「第19回丹波中学校定期音楽祭」が開催されました。
生徒たちの合唱や演奏のほか、弦喜会による大正琴の演奏、
中村朱見さんのソプラノ独唱、高齢者による合唱、駐在所の
おまわりさんと先生方のユニット「TAKEI BAND WITH 
OZAWA & HOSAKA」のセッションも行なわれました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

消防団の友情連携プレー、
三か町村模擬火災訓練！

11月12日（日）、晴れ。
奥多摩町、小菅村、丹波山村の消防団による「三か町村合同模擬
火災訓練」が実施されました。
この三か町村には、消防団の相互応援協定が結ばれていて、
相互の消防力を活用して災害による被害を最小限に防止する
ため、毎年合同で訓練を行なっています。

お
知
ら
せ
　Inform

ation

山梨県知事選挙です
1月21日（日）は、

【投 票 日】　平成19年１月21日（日）
【投票時間】　午前７時～午後７時　　　
【投 票 所】　第１投票所　丹波小体育館
　　　　　　第２投票所　鴨沢公民館

【投票期間】　１月５日（金）～20日（土）
【投票時間】　午前８時30分～午後８時
【投票場所】　役場一階相談室

■ 期日前投票は、1月20日（土）まで

■ 投開票日は、1月21日（日）です

※詳しくは、丹波山村選挙管理委員会　電話　88-0211

■
の
め
こ
い
湯

　
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ
。

　
丹
波
山
温
泉
の
め
こ
い
湯
で
は
、

源
泉
管
内
の
清
掃
作
業
の
た
め
、1

月
15
日（
月
）〜
2
月
28
日（
水
）ま

で
、臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
管
内
清
掃
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、汚
れ
が
予
想
以
上
に

蓄
積
し
て
い
る
た
め
、再
度
除
去
作

業
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、温
泉
ス
タ
ン
ド
、直

売
所
も
休
業
い
た
し
ま
す
。

　
長
期
休
業
と
な
り
、ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
、ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
温
泉
交
流
課
）

■
野
焼
き
は

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
、解

体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く
ず
や

廃
畳
な
ど
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
地
面
に
穴
を
掘
っ
て

の
焼
却
、ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、簡

易
な
焼
却
施
設
で
の
焼
却
な
ど
を

行
っ
た
場
合
は
、廃
棄
物
処
理
法
に

よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
全
員
が
協
力
し
て
違
法
な
ゴ
ミ

の
野
焼
き
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
は
た
ち
の
献
血

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
。

　
新
た
に
成
人
す
る「
は
た
ち
」の

若
者
を
中
心
と
し
て
広
く
献
血
の

協
力
を
呼
び
か
け
る
た
め
、1
月
か

ら
2
月
末
ま
で「
は
た
ち
の
献
血
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　
例
年
、冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て

は
、風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
方
が

多
い
こ
と
か
ら
、献
血
者
が
減
少
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、1
月
か
ら
2
月
末
ま
で

を「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、若
者
を
中
心
に
献
血
の

協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
平
成
18
年
10
月
か
ら
、献
血
手
帳

が
免
許
証
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
鹿
・
猪
の
狩
猟
期
間
が

　
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
増
え
す
ぎ
た
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
業
や
森
林
へ
の
被
害
を
な
く

す
た
め
、山
梨
県
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ

と
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
、狩
猟
期
間
を

1
ヶ
月
延
長
し
、3
月
15
日（
木
）ま

で
と
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
農
林
作
業
、山
野
散
策

を
さ
れ
る
方
は
十
分
に
注
意
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
確
定
申
告
は

　
正
し
く
、お
早
め
に
。

　
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、2
月
16
日（
金
）〜
3
月
15

日（
木
）ま
で
で
す
が
、還
付
申
告
は
、

1
月
4
日（
木
）か
ら
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、2
月

1
日（
木
）〜
3
月
15
日（
木
）で
す
。

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、1
月

4
日（
木
）〜
4
月
2
日（
月
）ま
で

で
す
。

　
提
出
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
の
窓
口
が
大
変
混
雑
い
た

し
ま
す
の
で
、申
告
書
の
提
出
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利

用
し
て
、申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　
ま
た
、申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
会
も
各
地
で
開
催

し
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

大
月
税
務
署

電
話
　
０
５
５
４（
２
２
）３
１
５
3

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、次
の
と
お
り
自
衛
官
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　【
二
等
陸
海
空
士
】

　
陸
上（
技
術
系
は
除
く
）は
2
年
、

海
上
・
航
空
は
3
年
を
1
任
期（
以

降
、2
年
を
1
任
期
）と
し
て
任
用

し
ま
す
。

　【
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
子
。

　【
受
付
期
間
・
試
験
日
】

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
、試

験
も
毎
月
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

電
話
　
0
5
5（
2
5
3
）1
5
9
1

大
月
地
域
事
務
所

電
話
　
0
5
5
4（
2
2
）1
2
9
8

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
文
化
協
会
で

　
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　　
村
文
化
協
会
で
は
、華
道
、書
道

な
ど
、こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、

郷
土
研
究
や
自
然
観
察
、写
真
な
ど
、

新
た
な
部
門
や
テ
ー
マ
を
増
や
し
、

新
年
度
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
文
化
、芸
術
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
や
、実
際
に
活
動
さ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
を
機
に
始
め
て
み
た
い
活

動
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。受
付
は
随

時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

山梨県知事選挙です
1月21日（日）は、
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文化財保存会の嶋崎会長から門道神の作り方を教わりました。
その後は、待ちに待った「ふれあい収穫祭」です。
みんなで育てたサツマイモを落ち葉で焼いて焼きいもづくり。
あったかくて、おいし～い１日になりました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

WITH YOUR SMILE
つなごう心のハーモニー！

11月25日（土）、晴れ。
「第19回丹波中学校定期音楽祭」が開催されました。
生徒たちの合唱や演奏のほか、弦喜会による大正琴の演奏、
中村朱見さんのソプラノ独唱、高齢者による合唱、駐在所の
おまわりさんと先生方のユニット「TAKEI BAND WITH 
OZAWA & HOSAKA」のセッションも行なわれました。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

消防団の友情連携プレー、
三か町村模擬火災訓練！

11月12日（日）、晴れ。
奥多摩町、小菅村、丹波山村の消防団による「三か町村合同模擬
火災訓練」が実施されました。
この三か町村には、消防団の相互応援協定が結ばれていて、
相互の消防力を活用して災害による被害を最小限に防止する
ため、毎年合同で訓練を行なっています。

お
知
ら
せ
　Inform

ation

山梨県知事選挙です
1月21日（日）は、

【投 票 日】　平成19年１月21日（日）
【投票時間】　午前７時～午後７時　　　
【投 票 所】　第１投票所　丹波小体育館
　　　　　　第２投票所　鴨沢公民館

【投票期間】　１月５日（金）～20日（土）
【投票時間】　午前８時30分～午後８時
【投票場所】　役場一階相談室

■ 期日前投票は、1月20日（土）まで

■ 投開票日は、1月21日（日）です

※詳しくは、丹波山村選挙管理委員会　電話　88-0211

■
の
め
こ
い
湯

　
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ
。

　
丹
波
山
温
泉
の
め
こ
い
湯
で
は
、

源
泉
管
内
の
清
掃
作
業
の
た
め
、1

月
15
日（
月
）〜
2
月
28
日（
水
）ま

で
、臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
管
内
清
掃
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、汚
れ
が
予
想
以
上
に

蓄
積
し
て
い
る
た
め
、再
度
除
去
作

業
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、温
泉
ス
タ
ン
ド
、直

売
所
も
休
業
い
た
し
ま
す
。

　
長
期
休
業
と
な
り
、ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
、ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
温
泉
交
流
課
）

■
野
焼
き
は

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
、解

体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く
ず
や

廃
畳
な
ど
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
地
面
に
穴
を
掘
っ
て

の
焼
却
、ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、簡

易
な
焼
却
施
設
で
の
焼
却
な
ど
を

行
っ
た
場
合
は
、廃
棄
物
処
理
法
に

よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
全
員
が
協
力
し
て
違
法
な
ゴ
ミ

の
野
焼
き
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
は
た
ち
の
献
血

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
。

　
新
た
に
成
人
す
る「
は
た
ち
」の

若
者
を
中
心
と
し
て
広
く
献
血
の

協
力
を
呼
び
か
け
る
た
め
、1
月
か

ら
2
月
末
ま
で「
は
た
ち
の
献
血
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　
例
年
、冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て

は
、風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
方
が

多
い
こ
と
か
ら
、献
血
者
が
減
少
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、1
月
か
ら
2
月
末
ま
で

を「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、若
者
を
中
心
に
献
血
の

協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
平
成
18
年
10
月
か
ら
、献
血
手
帳

が
免
許
証
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
鹿
・
猪
の
狩
猟
期
間
が

　
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
増
え
す
ぎ
た
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
業
や
森
林
へ
の
被
害
を
な
く

す
た
め
、山
梨
県
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ

と
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
、狩
猟
期
間
を

1
ヶ
月
延
長
し
、3
月
15
日（
木
）ま

で
と
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
農
林
作
業
、山
野
散
策

を
さ
れ
る
方
は
十
分
に
注
意
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
確
定
申
告
は

　
正
し
く
、お
早
め
に
。

　
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、2
月
16
日（
金
）〜
3
月
15

日（
木
）ま
で
で
す
が
、還
付
申
告
は
、

1
月
4
日（
木
）か
ら
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、2
月

1
日（
木
）〜
3
月
15
日（
木
）で
す
。

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、1
月

4
日（
木
）〜
4
月
2
日（
月
）ま
で

で
す
。

　
提
出
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
の
窓
口
が
大
変
混
雑
い
た

し
ま
す
の
で
、申
告
書
の
提
出
は
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利

用
し
て
、申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　
ま
た
、申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
会
も
各
地
で
開
催

し
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

大
月
税
務
署

電
話
　
０
５
５
４（
２
２
）３
１
５
3

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
観
光
課
）

■
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、次
の
と
お
り
自
衛
官
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　【
二
等
陸
海
空
士
】

　
陸
上（
技
術
系
は
除
く
）は
2
年
、

海
上
・
航
空
は
3
年
を
1
任
期（
以

降
、2
年
を
1
任
期
）と
し
て
任
用

し
ま
す
。

　【
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
子
。

　【
受
付
期
間
・
試
験
日
】

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
、試

験
も
毎
月
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

電
話
　
0
5
5（
2
5
3
）1
5
9
1

大
月
地
域
事
務
所

電
話
　
0
5
5
4（
2
2
）1
2
9
8

　
　
　
　
　
　
　（
住
民
生
活
課
）

■
文
化
協
会
で

　
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　　
村
文
化
協
会
で
は
、華
道
、書
道

な
ど
、こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、

郷
土
研
究
や
自
然
観
察
、写
真
な
ど
、

新
た
な
部
門
や
テ
ー
マ
を
増
や
し
、

新
年
度
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
文
化
、芸
術
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
や
、実
際
に
活
動
さ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
を
機
に
始
め
て
み
た
い
活

動
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。受
付
は
随

時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

山梨県知事選挙です
1月21日（日）は、
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今の仕事で、これからも技術な
ど学んでいき、これから夢とか
探してそれに向かってがんば
っていきたいと思います。

河村　亮さん
（鴨沢・義信さん）
自動車部品会社で頑張ってます！

色々な面で成長していければ
いいと思っています。そして責
任を持ち、夢なども見つけてい
けたらいいと思います。

今井由美さん
（奥秋・光男さん）
ご存知、やまびこ食堂の看板娘！

20歳になったという実感がわ
かないけれども、責任を持って
これから社会へ出て貢献して
いきたいと思います。

橋詰和博さん
（高尾・武さん）
児童福祉について勉強してます！

成人を迎えて、仕事の面でもい
ろんな面でも責任を持ち、何事
にもがんばっていきたいと思
います。

岡部博美さん
（押垣外・豊喜さん）
ご存知、のめこい湯の笑顔娘！

まだ成人した実感が無いので
すが、これから一生懸命、自分
なりにがんばっていきたいと
思います。

今井勝人さん
（奥秋・光男さん）
やまびこ食堂の頑張り屋さん！

成人になったからには、社会人
としての責任を持ち、何事にも
前向きに取り組んで行きたい
と考えています。

嶋崎　翔さん
（奥秋・恵さん）
ウェブデザインの勉強中です！

20歳まではこれからの人生の
為の下地づくり。学んだことを
基に、これからの人生をがんば
っていければいいと思います。

河村啓太さん
（鴨沢・清久さん）
宝飾デザインを勉強してます！

自覚を持って、責任を果たした
いと思います。自分の目標もこ
れから見つけてがんばってい
きたいと思います。

河村卓也さん
（高尾・透さん）
コンビニのバイトに励んでます！

20歳になって、これからは周り
の人に出来るだけ迷惑をかけ
ないように生きていきたいと
思います。

岡部知花さん
（奥秋・秀樹さん）
電子機器の会社で頑張ってます！

社会人としての自覚を持って、
しっかりがんばっていきたい
と思います。この村で育ってき
たことを誇りに思います。

吉野友里恵さん
（鴨沢・勝一さん）
春から介護福祉施設で働きます！

喜びの新成人10人に、希望と抱負を聞いてみました。


